
研究のまとめ
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「分かる・できる」を目指した
ユニバーサルデザインの授業づくり
ーＩＣＴを活用した授業改善を通して（２年次）ー

都城市立西小学校

令和
５年度

主題設定の理由

本校において、主体的で対話的な深い学びを実現
していくＩＣＴ活用について、都城市が提唱してい
る「ステップ１・２」について主体的、対話的にＩ
ＣＴを授業に活用するようになりつつある。
本年度は「ステップ３」（深い学び）を目指しな

がら、ＩＣＴを活用して学ばせたいところを可視化
・焦点化し、全児童が「分かる・できる」と言える

授業づくりを目指し、本主題を設定した。

【都城市「１人１台端末・高速通信環

境」を活かした学びの変容イメージ】

研究紀要
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Ⅰ．研究の目的・目指す児童の姿

Ⅱ．研究構想図

・理解が早い児童も支援が必要な児童も「全員」その
時間のねらいに到達できる。

・児童全員が、それぞれの力に応じて十分力を発揮し
たものが表現できる。

ＩＣＴを全職員、全児童が活用できるように環境面、授業
面、技能面の研究を進め、全児童が「分かる・できる」と
言える授業づくりを進める。

目指す児童の姿

研究の目的



Ⅲ．研究の実際

国語科・算数科等の授業研究（全体）

実践研究班

各教科の実践

「分かる・できる」ためのＩＣＴを活
用した指導方法の工夫

学ばせたいところを可視化することは有効か

協働的な学びは支援を要する児童に有効か

算数科（６月）

国語科や他の教科
（１１月）

【５年協議会での感想シート】【５年算数科の授業の様子】

子どもが主役となる授業づくり

視点１

視点２

視点３

改善

指導案
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研究班員による模
擬授業（８月）

各学年個人での実
践計画（９月）

実践（９月
～１２月）

１年生
【国語科】まちがいをなおそう（１/２）ジャムボード
・文章の中から表記の間違いを見つけ、「は」「を」
「へ」が書かれ
た付箋を動かし、
間違いを直す。
【算数科】かたち
づくり（２/５）
ジャムボード

・色板を操作し、
影絵が色板何枚で
できるか考える。

２年生
【算数科】かけ算（１）ジャムボード
・ジャムボードの背景に、遊園地の挿絵を貼り、まと
まりごとに印を付けさせる。
・数図ブロックを操作し、「何個のいくつ分」かを考
えさせる。
・数図ブロックで並べた考え方を、タブレットを使っ
て、図に表してみる。
【国語科】「かたかなで書くことば」ジャムボード
・絵の中の言葉を使って、カタカナで書く言葉が入っ
た文を作る。→ジャムボードの付箋に書き、貼り付け
る。（いくつでもよい）
・友達が作った文を見る時間を設定し、グループごと
に感想を交流させる。

３年生
【理科】「かげと太陽」（２/９）ジャムボード
・グループで撮影した影の写真を共有する。
・ジャムボードに写真を並べさせる。
・拡大機能を使って写真を拡大し、詳しく観察させる。
・付箋機能を活用して、影について気付いたことを記入
させる。
・差異点や共通点を基に、自動一人ひとりが問題を見い
だし、記入する。
【社会科】「店ではたらく人々の仕事」（３/１２）ジャ
ムボード
・スーパーマーケットの工夫を予想する。
・ジャムボードにスーパーマーケットの絵を張り付けて
おき、工夫に気付いたら赤のペンで〇をする。
・なぜそう思った
のか黄色の付箋
に書く。
・青の付箋で疑問
に思った事を書
く。

４年生
【国語科】「世界にほこる和紙」ジャムボード
・要約につながるキーワードを読み取り、ジャムボード
で付箋に記入する。
・リーフレットを作るために、筆者の説明の工夫を読み
取り、ジャムボードで付箋に記入する。
【特別の教科道徳】公正/公平
・現時点において、クラスの友達と分け隔てなく接しよ
うとしているか、フォームにて事前にアンケートを行う。
【算数科】「図を使って考えよう」ジャムボード
・図を使った思考において、作図の時間削減や学力の低
い児童のためのスモールステップをジャムボードで作成。
図の枠を背景に設定し、項目や数をテキストボックス
で動かすことができるようにする。

５年生
【社会科】「これからの食料生産」ジャムボード
・教科書に記載されているグラフや資料を直接見せる
とヒントがたくさんあるため、ジャムボードにグラフ
や資料のみを貼り付けて、読み取る力をつけさせる。
【図画工作科】「動きの不思議」
・人の動きや動作に着目してそれを絵にあらわす単元
で、教科書の絵や前もって撮っておいたいろいろな動
きの動画をテレビにうつすことで、絵を大きく１枚１
枚提示できる、何度も繰り返し見ることができる、描
いた絵がその動きをあらわしているかをフィードバッ
クできる、といったメリットがある。
【理科】「とじこめた空気や水」ジャムボード
・とじこめた空気の中にスポンジや煙などを入れて圧
縮したとき、どうなるのか予想させる時間で、選択肢
をあたえるのでなく、ジャムボードへ自由に書き込ま
せることでそれぞれの言葉で自由に表現する力をつけ
ることができる。

６年生
【国語科】「鳥獣戯画を読む」スライド
・鳥獣戯画の絵をスライドの背景に設定して、コメント
に気づいたことを書き込む
【特別の教科道徳】「手品師」フォーム・ジャムボード
・フォームで児童の立場を集約する。
・ジャムボードで自分の立場を示して様々な人と意見を
交流する。
【外国語】「オリジナルカレーを発表しよう」スライド
・スライドで発表カードを作成させる。
・発表の様子を動画で撮影し、振り返りや評価に使う。
【体育科】「フラッグフットボール」ジャムボード
・ジャムボードで作戦をたてさせる。
・フォームで振り返りをさせ、個人評価を行う。
【理科】「水溶液の性質」スプレッドシート
・実験結果をスプレッドシートに班ごとに記入させ共有
する。
・水溶液を確かめる方法についてチャートで示す



互いに教え合う研修

グーグルスライド
クラスルーム
グーグルジャムボード
グーグルフォーム

伝達講習班

環境整備班
ＩＣＴが全児童・全
職員が活用できる環
境の整備

タブレットの機能
やアプリを全児
童・全職員が活用
できる研究

情報モラルに視点をおいた研修

情報モラルの学年の系
統を考えた整理

年計への
位置づけ

情報モラル
の取組

【研修したアプリ】

自分たちでアプリの使い方

を分担して、ワークショッ

プ形式で講座を行った。

【研修の様子】

【ラーニングピラミッドの

イメージ図】

【スライドの研修】【クラスルームの研修】 【フォームの研修】

【ジャムボードの研修】

情報モラル
年計と教材
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【情報モラル指導カリキュラム（一部抜粋）】



実践事例集

Ⅳ．研究の成果と課題

○ CRT学力調査で見ると、全学年、国語・算数ともに全国平均を越
えているかほぼ同じ成績である。

○ 昨年度より、評定３の児童が全国平均よりも多くなり、評定１の
児童が減っている学年が増えている。

○ 研修では、ＩＣＴの使い方や活用方法などを共有して進めたこと
により、授業の中で活用することができた。

● 今後ICTをより効果的に活用した授業の展開を考える必要がある。

事例集
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２ 意識調査から

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

国語

算数

１ CRT学力調査から ２観点（知識・思考）平均の全国比

部分掲載してあります。

同じか
上

下

※ 数値を矢印の長さで表しています。

３ 成果と課題まとめ


